
(57)【要約】

【課題】経内視鏡的に粘膜切除術を行う際に、マーキン

グと粘膜切開と粘膜剥離とを一つの処置具で連続的に容

易に行うことができる内視鏡用高周波処置具を提供する

こと。

【解決手段】フック状電極３が、操作ワイヤ２の軸線の

延長線２ｘ上から偏位して操作ワイヤ２の先端から前方

に延び出す態様に配置された棒状延出部３ａと、棒状延

出部３ａの先端部分から操作ワイヤ２の軸線の延長線２

ｘを跨いで斜め前方に斜行する板状斜行部３ｂと、板状

斜行部３ｂの先端部分から前方に延び出して最先端部に

おいて操作ワイヤ２の軸線の延長線２ｘを跨いでその先

まで達するように側方に曲げられた鉤状先端部３ｃから

なる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 気 絶 縁 性 の 可 撓 性 シ ー ス 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 導 電 性 の 操 作 ワ イ ヤ
の 先 端 に 、 最 先 端 部 分 が 鉤 形 に 曲 が っ た 形 状 の フ ッ ク 状 電 極 が 連 結 さ れ た 内 視 鏡 用 高 周 波
処 置 具 に お い て 、
　 上 記 フ ッ ク 状 電 極 が 、 上 記 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 の 延 長 線 上 か ら 偏 位 し て 上 記 操 作 ワ イ ヤ の
先 端 か ら 前 方 に 延 び 出 す 態 様 に 配 置 さ れ た 棒 状 延 出 部 と 、 上 記 棒 状 延 出 部 の 先 端 部 分 か ら
上 記 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 の 延 長 線 を 跨 い で 斜 め 前 方 に 斜 行 す る 板 状 斜 行 部 と 、 上 記 板 状 斜 行
部 の 先 端 部 分 か ら 前 方 に 延 び 出 し て 最 先 端 部 に お い て 上 記 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 の 延 長 線 を 跨
い で そ の 先 ま で 達 す る よ う に 側 方 に 曲 げ ら れ た 鉤 状 先 端 部 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 内 視
鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 棒 状 延 出 部 と 上 記 板 状 斜 行 部 と 上 記 鉤 状 先 端 部 と が 同 一 平 面 上 に あ る 請 求 項 １ 記 載 の
内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 フ ッ ク 状 電 極 全 体 が 一 枚 の 平 板 に よ り 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波
処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 板 状 斜 行 部 の 後 端 縁 部 分 が 凹 凸 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 内 視 鏡
用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 鉤 状 先 端 部 の 前 端 縁 部 分 が 曲 線 的 な 波 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 又 は ４ 記
載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 鉤 状 先 端 部 の 最 先 端 部 分 が 、 斜 め 後 方 に 向 け て 曲 げ ら れ た 形 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求
項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 又 は ５ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 通 さ れ て 、 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 （ Ｅ Ｍ Ｒ
） 等 に 用 い ら れ る 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 体 内 の 粘 膜 切 開 等 を 行 う た め に 用 い ら れ る 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 に は 各 種 の タ イ プ が あ
る が 、 電 気 絶 縁 性 の 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 に 鉤 形 に 曲 が っ た フ ッ ク 状 電 極 が 連 結 さ れ た 処 置
具 等 が よ く 用 い ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ）
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ３ ４ ８ ４ 、 図 ４
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 、 経 内 視 鏡 的 に 粘 膜 切 除 術 を 行 う 際 に は 、 内 視 鏡 観 察 に よ っ て 目 標 と す る 患 部 を
見 つ け た ら 、 ま ず 切 除 し よ う と す る 範 囲 の 輪 郭 部 の 粘 膜 表 面 に マ ー キ ン グ を し 、 そ の マ ー
キ ン グ に 沿 っ て 粘 膜 表 面 を 環 状 に 切 開 し た 後 、 そ の 切 開 部 に よ り 囲 ま れ た 内 側 の 粘 膜 を 剥
離 さ せ る 手 順 が と ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 述 の よ う な 従 来 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 で は 粘 膜 切 開 以 外 の 処 置 を ス ム ー ズ
に 行 う の が 難 し い の で 、 経 内 視 鏡 的 に 粘 膜 切 除 術 を 行 う 際 に は 、 マ ー キ ン グ を 行 う た め の
処 置 具 と 、 粘 膜 切 開 を 行 う た め の 処 置 具 と 、 粘 膜 剥 離 を 行 う た め の 処 置 具 と を 取 っ か え 引
っ か え 用 い な け れ ば な ら ず 、 作 業 が 極 め て 煩 雑 で あ る だ け で な く 、 処 置 具 交 換 の 度 に 汚 液
が 飛 散 す る 可 能 性 が あ っ て 消 毒 も 大 変 に な る 等 の 問 題 が あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 経 内 視 鏡 的 に 粘 膜 切 除 術 を 行 う 際 に 、 マ ー キ ン グ と 粘 膜 切 開 と 粘 膜 剥
離 と を 一 つ の 処 置 具 で 連 続 的 に 容 易 に 行 う こ と が で き る 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 は 、 電 気 絶 縁 性 の 可 撓 性 シ
ー ス 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 導 電 性 の 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 、 最 先 端 部 分
が 鉤 形 に 曲 が っ た 形 状 の フ ッ ク 状 電 極 が 連 結 さ れ た 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 に お い て 、 フ ッ
ク 状 電 極 が 、 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 の 延 長 線 上 か ら 偏 位 し て 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 か ら 前 方 に 延 び
出 す 態 様 に 配 置 さ れ た 棒 状 延 出 部 と 、 棒 状 延 出 部 の 先 端 部 分 か ら 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 の 延 長
線 を 跨 い で 斜 め 前 方 に 斜 行 す る 板 状 斜 行 部 と 、 板 状 斜 行 部 の 先 端 部 分 か ら 前 方 に 延 び 出 し
て 最 先 端 部 に お い て 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 の 延 長 線 を 跨 い で そ の 先 ま で 達 す る よ う に 側 方 に 曲
げ ら れ た 鉤 状 先 端 部 か ら な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 棒 状 延 出 部 と 板 状 斜 行 部 と 鉤 状 先 端 部 と が 同 一 平 面 上 に あ る と 使 い 易 く 、 フ ッ ク
状 電 極 全 体 が 一 枚 の 平 板 に よ り 形 成 さ れ て い る と 製 造 が 容 易 で あ る 。
　 ま た 、 板 状 斜 行 部 の 後 端 縁 部 分 が 凹 凸 状 に 形 成 さ れ て い れ ば 粘 膜 切 開 処 置 を よ り ス ム ー
ズ に 行 う こ と が で き 、 鉤 状 先 端 部 の 前 端 縁 部 分 が 曲 線 的 な 波 状 に 形 成 さ れ て い れ ば 、 血 管
に 対 す る 直 接 的 な 止 血 処 置 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 鉤 状 先 端 部 の 最 先 端 部 分 が 、 斜 め 後 方 に 向 け て 曲 げ ら れ た 形 状 に 形 成 さ れ て い れ
ば 、 粘 膜 剥 離 処 置 の 際 に 筋 状 繊 維 組 織 等 に よ く 引 っ か か っ て 外 れ 難 く な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ッ ク 状 電 極 を 、 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 の 延 長 線 上 か ら 偏 位 し て 操 作 ワ イ
ヤ の 先 端 か ら 前 方 に 延 び 出 す 態 様 に 配 置 さ れ た 棒 状 延 出 部 と 、 棒 状 延 出 部 の 先 端 部 分 か ら
操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 の 延 長 線 を 跨 い で 斜 め 前 方 に 斜 行 す る 板 状 斜 行 部 と 、 板 状 斜 行 部 の 先 端
部 分 か ら 前 方 に 延 び 出 し て 最 先 端 部 に お い て 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 の 延 長 線 を 跨 い で そ の 先 ま
で 達 す る よ う に 側 方 に 曲 げ ら れ た 鉤 状 先 端 部 と で 構 成 し た こ と に よ り 、 経 内 視 鏡 的 に 粘 膜
切 除 術 を 行 う 際 に 、 マ ー キ ン グ と 粘 膜 切 開 と 粘 膜 剥 離 と を 一 つ の 処 置 具 で 連 続 的 に 容 易 に
行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 電 気 絶 縁 性 の 可 撓 性 シ ー ス 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 導 電 性 の 操 作 ワ イ
ヤ の 先 端 に 、 最 先 端 部 分 が 鉤 形 に 曲 が っ た 形 状 の フ ッ ク 状 電 極 が 連 結 さ れ た 内 視 鏡 用 高 周
波 処 置 具 に お い て 、 フ ッ ク 状 電 極 が 、 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 の 延 長 線 上 か ら 偏 位 し て 操 作 ワ イ
ヤ の 先 端 か ら 前 方 に 延 び 出 す 態 様 に 配 置 さ れ た 棒 状 延 出 部 と 、 棒 状 延 出 部 の 先 端 部 分 か ら
操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 の 延 長 線 を 跨 い で 斜 め 前 方 に 斜 行 す る 板 状 斜 行 部 と 、 板 状 斜 行 部 の 先 端
部 分 か ら 前 方 に 延 び 出 し て 最 先 端 部 に お い て 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 の 延 長 線 を 跨 い で そ の 先 ま
で 達 す る よ う に 側 方 に 曲 げ ら れ た 鉤 状 先 端 部 か ら な る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ２ は 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 全 体 構 成 を 示 し て お り 、 例 え ば 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 チ
ュ ー ブ 等 の よ う な 電 気 絶 縁 性 の あ る 可 撓 性 チ ュ ー ブ か ら な る 可 撓 性 シ ー ス １ 内 に 、 導 電 性
の あ る 操 作 ワ イ ヤ ２ が 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 全 長 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 操 作 ワ イ ヤ ２ の 先 端 部 分 ２ ａ に は 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の よ う な 導 電 材 か ら な る 連 結 部 材 ４
を 介 し て 、 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 板 等 か ら な る 導 電 性 の フ ッ ク 状 電 極 ３ が 可 撓 性 シ ー ス １ の
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先 端 か ら 突 没 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 可 撓 性 シ ー ス １ の 基 端 側 に は 、 操 作 ワ イ ヤ ２ を 進 退 操 作 す る た め の 操 作 部 １ ０ が 連 結 さ
れ て い て 、 操 作 部 本 体 １ １ の 手 元 側 端 部 に は 固 定 指 掛 け １ ２ が 設 け ら れ 、 操 作 部 本 体 １ １
に 対 し て ス ラ イ ド 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 可 動 指 掛 け １ ３ に 、 可 撓 性 シ ー ス １ か ら 真 っ 直 ぐ
に 操 作 部 １ ０ 側 に 引 き 出 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ ２ の 基 端 が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し た が っ て 、 操 作 部 １ ０ に お い て 可 動 指 掛 け １ ３ を 進 退 操 作 す る こ と に よ り 、 可 撓 性 シ
ー ス １ 内 で 操 作 ワ イ ヤ ２ が 軸 線 方 向 に 進 退 し 、 そ れ に よ っ て フ ッ ク 状 電 極 ３ が 可 撓 性 シ ー
ス １ の 先 端 か ら 突 没 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 可 動 指 掛 け １ ３ に は 、 図 示 さ れ て い な い 高 周 波 電 源 コ ー ド を 接 続 す る た め の 接 続
端 子 １ ４ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 操 作 ワ イ ヤ ２ を 介 し て フ ッ ク 状 電 極 ３ に 高 周 波 電 流 を 通
電 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 可 撓 性 シ ー ス １ の 基 端 部 分 は 、 操 作 部 １ ０ の 操 作 部 本 体 １ １ に 対 し て 軸 線 方 向 に は 固 定
さ れ て い る が 、 軸 線 周 り に は 回 転 自 在 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 そ の よ う な 可 撓 性 シ ー ス １
の 基 端 に 保 持 環 ５ が 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し た が っ て 、 保 持 環 ５ を 保 持 し て 操 作 部 １ ０ を 矢 印 Ｒ で 示 さ れ る よ う に 軸 線 周 り に 回 転
さ せ る こ と に よ り 、 固 定 さ れ た 状 態 の 可 撓 性 シ ー ス １ 内 で 操 作 ワ イ ヤ ２ が 軸 線 周 り に 回 転
し 、 そ れ に よ っ て 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 に お い て フ ッ ク 状 電 極 ３ が 軸 線 周 り に 回 転 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 、 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 先 端 部 分 を 示 し て お り 、 フ ッ ク 状 電 極 ３ は 、 操 作 ワ イ
ヤ ２ の 軸 線 の 延 長 線 ２ ｘ 上 か ら 偏 位 し て 操 作 ワ イ ヤ ２ の 先 端 か ら 前 方 に 真 っ 直 ぐ に 延 び 出
す 態 様 に 配 置 さ れ た 棒 状 延 出 部 ３ ａ と 、 そ の 棒 状 延 出 部 ３ ａ の 先 端 部 分 か ら 操 作 ワ イ ヤ ２
の 軸 線 の 延 長 線 ２ ｘ を 跨 い で そ の 先 ま で 斜 め 前 方 に 斜 行 す る 板 状 斜 行 部 ３ ｂ と 、 そ の 板 状
斜 行 部 ３ ｂ の 先 端 部 分 か ら 前 方 に 真 っ 直 ぐ に 延 び 出 し て 最 先 端 部 に お い て 操 作 ワ イ ヤ ２ の
軸 線 の 延 長 線 ２ ｘ を 跨 い で そ の 先 ま で 達 す る よ う に 側 方 に 曲 げ ら れ た 鉤 状 先 端 部 ３ ｃ と に
よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な フ ッ ク 状 電 極 ３ は 、 例 え ば 板 厚 が ０ ． ２ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の 一 枚 の ス テ ン レ
ス 鋼 平 板 を 切 削 加 工 又 は プ レ ス 打 ち 抜 き 加 工 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て お り 、 棒 状 延 出 部
３ ａ 、 板 状 斜 行 部 ３ ｂ 及 び 鉤 状 先 端 部 ３ ｃ が 同 一 平 面 上 に 位 置 し て い る 。 板 厚 が こ れ よ り
薄 い と 切 開 作 用 が 強 く な り す ぎ て 出 血 し 易 く な り 、 厚 い と 切 開 部 の 周 囲 の 粘 膜 に 与 え る 熱
損 傷 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 棒 状 延 出 部 ３ ａ の 基 端 部 分 は 、 連 結 部 材 ４ の 外 面 に 形 成 さ れ た 直 線 溝 に 嵌 め 込 ま
れ て ロ ー 付 け 等 に よ り そ こ に 固 着 さ れ 、 操 作 ワ イ ヤ ２ の 先 端 部 分 ２ ａ は 、 連 結 部 材 ４ に 形
成 さ れ た 孔 に 差 し 込 ま れ て ロ ー 付 け 等 に よ り そ こ に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 操 作 部 １ ０ に お い て 操 作 ワ イ ヤ ２ を 先 端 側 に 押 し 込 み 操 作 す れ
ば 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に フ ッ ク 状 電 極 ３ が 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 か ら 前 方 に 押 し 出 さ れ
て 突 出 し 、 操 作 ワ イ ヤ ２ を 可 撓 性 シ ー ス １ 側 か ら 牽 引 操 作 す れ ば 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に
、 フ ッ ク 状 電 極 ３ が 板 状 斜 行 部 ３ ｂ の 後 端 付 近 ま で 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 内 に 引 き 込 ま れ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 は 、 図 ４ 以 下 に 示 さ れ る よ う に 、
図 示 さ れ て い な い 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 通 し て 、 高 周 波 焼 灼 に よ る マ ー キ ン グ
と 粘 膜 切 開 と 粘 膜 剥 離 の 三 つ の 処 置 を 順 に 行 う こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ は マ ー キ ン グ 処 置 の 状 態 を 示 し て お り 、 粘 膜 切 除 を 行 お う と す る 目 標 患 部 の 輪 郭 部
に フ ッ ク 状 電 極 ３ の 鉤 状 先 端 部 ３ ｃ の 曲 が り 部 を 点 接 触 さ せ て 短 時 間 だ け 高 周 波 電 流 を 通
電 す る こ と に よ り 、 点 状 の 火 傷 部 か ら な る マ ー キ ン グ １ ０ １ を 形 成 す る こ と が で き る 。 そ
の よ う に す る こ と に よ り 、 鉤 状 先 端 部 ３ ｃ の 先 端 側 を 粘 膜 に 接 触 さ せ る の に 比 べ て 穿 孔 の
恐 れ が 少 な く 安 全 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ の よ う に し て 粘 膜 面 に 対 す る マ ー キ ン グ 処 置 を 行 っ た ら 、 マ ー キ ン グ １ ０ １ で 囲 ま れ
た 部 分 の 粘 膜 下 に 生 理 食 塩 水 等 を 注 射 し て 粘 膜 を 隆 起 さ せ て か ら 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に
、 フ ッ ク 状 電 極 ３ の 板 状 斜 行 部 ３ ｂ の 後 端 縁 部 を 、 粘 膜 面 に 当 て 付 け て 高 周 波 電 流 を 通 電
し な が ら マ ー キ ン グ １ ０ １ に 沿 っ て 手 元 側 方 向 （ 矢 印 Ａ 方 向 ） に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、
１ ０ ２ で 示 さ れ る よ う に 粘 膜 が 切 開 さ れ る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 粘 膜 層 と そ の 下 の 筋 層 と の 間 の 筋 状 繊 維 組 織 １ ０ ３ に
鉤 状 先 端 部 ３ ｃ を 引 っ か け て 高 周 波 電 流 を 通 電 す れ ば 、 筋 状 繊 維 組 織 １ ０ ３ を 効 率 よ く 切
断 し て 粘 膜 剥 離 処 置 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に し て 、 一 本 の 処 置 具 を 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 し た ま ま の 状 態
で 、 マ ー キ ン グ と 粘 膜 切 開 と 粘 膜 剥 離 の 三 つ の 処 置 を 連 続 し て 行 う こ と が で き る 。
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、
フ ッ ク 状 電 極 ３ の 板 状 斜 行 部 ３ ｂ の 後 端 縁 部 分 に 凹 凸 ３ ｄ を 形 成 す れ ば 、 図 ５ に 示 さ れ る
粘 膜 切 開 処 置 の 際 等 に 、 凹 凸 部 ３ ｄ が 粘 膜 に 対 す る 滑 り 止 め に な っ て 板 状 斜 行 部 ３ ｂ が 浮
き 上 が ら ず 、 円 滑 に 切 開 を 行 う こ と が で き る 。 そ の 場 合 、 凹 凸 部 ３ ｄ の 先 端 部 分 を 角 ば ら
せ た り 尖 っ た 形 状 に 形 成 す る こ と に よ り 、 滑 り 止 め の 効 果 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 鉤 状 先 端 部 ３ ｃ の 前 端 縁 部 分 に 曲 線 的 な 波 状 部 ３ ｅ を 形
成 す れ ば 、 例 え ば 図 ６ に 示 さ れ る 粘 膜 剥 離 処 置 の 際 等 に 、 出 血 し た 血 管 ２ ０ ０ に 波 状 部 ３
ｅ を 押 し 付 け て 高 周 波 電 流 を 通 電 す る こ と に よ り 、 血 管 ２ ０ ０ を 傷 付 け る こ と な く 止 血 処
置 を 速 や か に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 鉤 状 先 端 部 ３ ｃ の 最 先 端 部 分 に 斜 め 後 方 に 向 け て 折 り 曲
げ ら れ た 斜 行 か え り 部 ３ ｆ を 形 成 す れ ば 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 粘 膜 剥 離 処 置 の 際 に
斜 行 か え り 部 ３ ｆ が 筋 状 繊 維 組 織 １ ０ ３ に よ く 引 っ か か っ て 外 れ 難 く な り 、 剥 離 処 置 を よ
り 容 易 か つ 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の フ ッ ク 状 電 極 が 可 撓 性 シ ー ス の
先 端 か ら 完 全 に 突 出 し た 状 態 の 先 端 部 分 の 側 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 全 体 構 成 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の フ ッ ク 状 電 極 が 可 撓 性 シ ー ス の
先 端 内 に 最 大 限 ま で 引 き 込 ま れ た 状 態 の 先 端 部 分 の 側 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 に よ る マ ー キ ン グ 処 置 の 状 態 を 示
す 略 示 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 に よ る 粘 膜 切 開 処 置 の 状 態 を 示 す
略 示 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 に よ る 粘 膜 剥 離 処 置 の 状 態 を 示 す
略 示 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 先 端 部 分 の 側 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 先 端 部 分 の 側 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 先 端 部 分 の 側 面 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 に よ る 粘 膜 剥 離 処 置 の 状 態 を 示
す 略 示 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 可 撓 性 シ ー ス
　 ２ 　 操 作 ワ イ ヤ
　 ２ ｘ 　 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 の 延 長 線
　 ３ 　 フ ッ ク 状 電 極
　 ３ ａ 　 棒 状 延 出 部
　 ３ ｂ 　 板 状 斜 行 部
　 ３ ｃ 　 鉤 状 先 端 部
　 ３ ｄ 　 凹 凸 部
　 ３ ｅ 　 波 状 部
　 ３ ｆ 　 斜 行 か え り 部
　 １ ０ 　 操 作 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 9月 14日 (2004.9.14)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 気 絶 縁 性 の 可 撓 性 シ ー ス 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 導 電 性 の 操 作 ワ イ
ヤ の 先 端 に 、 最 先 端 部 分 が 鉤 形 に 曲 が っ た 形 状 の フ ッ ク 状 電 極 が 連 結 さ れ た 内 視 鏡 用 高 周
波 処 置 具 に お い て 、
　 上 記 フ ッ ク 状 電 極 が 、 上 記 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 の 延 長 線 上 か ら 偏 位 し て 上 記 操 作 ワ イ ヤ の
先 端 か ら 前 方 に 延 び 出 す 態 様 に 配 置 さ れ た 棒 状 延 出 部 と 、 上 記 棒 状 延 出 部 の 先 端 部 分 か ら
上 記 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 の 延 長 線 を 跨 い で 斜 め 前 方 に 斜 行 す る 板 状 斜 行 部 と 、 上 記 板 状 斜 行
部 の 先 端 部 分 か ら 前 方 に 延 び 出 し て 最 先 端 部 に お い て 上 記 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 の 延 長 線 を 跨
い で そ の 先 ま で 達 す る よ う に 側 方 に 曲 げ ら れ た 鉤 状 先 端 部 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 内 視
鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 棒 状 延 出 部 と 上 記 板 状 斜 行 部 と 上 記 鉤 状 先 端 部 と が 同 一 平 面 上 に あ る 請 求 項 １ 記 載
の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 フ ッ ク 状 電 極 全 体 が 一 枚 の 平 板 に よ り 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周
波 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 板 状 斜 行 部 の 後 端 縁 部 分 が 凹 凸 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 内 視
鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 鉤 状 先 端 部 の 前 端 縁 部 分 が 曲 線 的 な 波 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 又 は ４
記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种高频内窥镜治疗仪，当进行经内镜下黏膜切除
术时，能够使用一种治疗仪连续进行标记，粘膜切口和粘膜剥离。 那个 
解决方案：钩形电极3从操作线2的轴线的延长线2x移开，并从操作线2的
尖端延伸到前侧。 板状倾斜部分3b从部分3a的尖端部分倾斜地横越操作
线2的轴线的延长线2x向前延伸，并且尖端部分从板状倾斜部分3b的尖端
部分向前延伸。 在此，它包括钩形的尖端部分3c，该钩形的尖端部分3c
横向弯曲以横跨操作线2的轴线的延长线2x并到达其末端。 [选型图]图1
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